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PO研修について
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POとは
どんな存在ですか？
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POとは

「POとは、社会や地域の諸課題を俯瞰的に分析し、それらの
解決に有効な助成プログラムの策定を行 い、助成先に対する
伴走支援を中心に、ヒト・モノ・カネ・情報といった様々な
リソースをコーディネートし、ワンストップ て、゙実施のフロ゚
セスから成果に至るまてに゙おいて、助成事業運営の中核的な
役割を潤滑油のように果たしていく人材である。 」と休眠預
金事業では定義しています。

PO研修では、PO未経験者でも、休眠預金事業を推進するため
の情報や知識、ネットワークなどを提供するためにある「学
びの場」であり、休眠預金助成事業の根底を支える大事な役
割を担っています。
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資金分配団体に期待する役割(公募要領に記載)

１）JANPIA提示の「優先的に解決すべき社会の諸課題」を踏まえ、地域・分野等ごとの実情と課題を

俯瞰的かつ具体的に把握・分析し、案件の発掘・形成を積極的に行う

２）社会の諸課題の解決に向け、「包括的な支援プログラム」を企画・設計し、公募により

実行団体を選定し、資金支援及び非資金的支援を必要に応じ伴走型で提供する

３）実行団体の事業の特性及び発展段階を踏まえつつ、革新的手法により資金の助成を行うこと等を通

じ、自立した担い手の育成を図る

４）実行団体による民間公益活動が適切かつ確実に遂行されるように、実行団体に対する

適切な監督を行う

５）民間の創意・工夫の発揮を促すように支援を行うことで、社会の諸課題を解決するための革新的な

手法を開発し、実用化する

６）実行団体に対して、現地調査を含む継続的な進捗管理及び成果評価を点検・検証し、その結果等の

有効活用を促す

７）民間の資金を民間公益活動に呼び込むための具体策を策定し、実施する
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https://www.janpia.or.jp/koubo/2019/pdf/kiban_jinkenhi.pdf

休眠預金事業POの全体業務

https://www.janpia.or.jp/koubo/2019/pdf/kiban_jinkenhi.pdf
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資金分配団体に求められる役割

1. 課題分析と案件の発掘・形成

2. プログラム開発・公募実施・伴走支援

3. 資金の助成等を通じ、自立した担い手
の育成

4. 監督

5. 社会の諸課題を解決するための革新的
な手法を開発

6. 進捗管理及び成果評価を点検・検証

7. 民間の資金の呼び込み

※基本方針より

資金分配団体のＰＯに求められる力

1. 課題発見力・調査力

2. プログラム開発力・選定力

3. 伴走支援力

4. 事務能力

5. コーディネート力

6. 評価分析力

7. 資源開発力

資金分配団体に求められる役割を担うPOのための研修
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10の力と3つの姿勢【新:PO研修カリキュラム】

誰ひとり
取り残さない
持続可能な
社会作りへの

触媒に

❶社会の優先課題を提示

❷資金支援

❸インキュベーター・アクセラ
レーター

❹伴走型支援

❺革新的手法の普及促進

❻監督

❼活動の広報、制度への参
画の促進

❽民間公益活動全体の把握

❾事例の分析と活動への反映

➓民間公益活動の担い手の
自立化のための環境整備

私たちは、

POが社会の諸課題の
解決に向けた変化の実

感を持ち、

自信をもってチャレンジ
できるようPO同士がお
互いに学び合い、支え

合いながら、

つながりや成長ができる
機会を創出します

②プログラム開発・公募 実施・伴走
支援

③資金の助成等を通じ、 自立した担
い手の育成

④監督

⑤社会の諸課題を解決するための革
新的な手法を開発

⑥進捗管理及び成果評価を点検・検
証

⑦民間の資金の呼び込み

① 課題発見力

② プログラム開発力

④ 伴走支援力

⑥ 事業管理推進力

⑦ コーディネート力

⑨ 評価分析活用力

⑩ 社会資源開拓力

JANPIAの
ビジョン

JANPIAの
ミッション

研修の成果
やビジョン

資金分配団体に
期待される役割

成果にコミットするために
POに求められる

①課題分析と案件の発掘・形成

③ 団体選定力

⑤ 組織基盤強化力

⑧ エンパワーメント力

a: 学ぶ姿勢
b: 謙虚な心
c: やり抜く意志

10の力と3つの姿勢
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研修カリキュラムの３分類

休眠預金制
度に関わる

もの

知識やスキ
ルを習得す
るもの

PO相互の
学びや関係
性を深める

もの

❸

❶

❷

研修カリキュラムを3つに分類し、休眠預金制度（及びJANPIA関連）と助成事業、プログラム・オフィ
サーなど助成事業の前提となる研修内容を1つにまとめ、知識/スキル系、ピアラーニング系と切り分ける

3年間で
約60-100時
間の履修

必須

必須/選択 任意
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PO研修&勉強会
3年間で

延べ60-100時間前後
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2024年度の皆さんへのPO研修スケジュール(予定) 

9

約3,5年

内
定
団
体
向
け
説
明
会

公
募
前
研
修

2

年
目
研
修

３
年
目
前
期
研
修

3

年
目
後
期
研
修

4

年
目
研
修

コーチング勉強会

ファンドレイジング勉強会

0.5日 1日(+1.5日) ２日 0.5日 1日 0.7日

中間評価
コンプラ

持続化戦略
事後評価

契約
ガバコン

公募/審査
事前評価

実行団体の伴走
事前評価の活かし方

持続化戦略
監査

一次 2024年8月
二次 2024年2月

2024年9月
2024年3月

2024年10月 2025年6月 2026年2月 2026年8月

実行団体との関係性づくりの向上、変化など

出口戦略の１つとして、資金調達の準備・実施に向けた戦略を考えるため

企業連携・マッチング会 企業連携・プロボノコーディネーションを学ぶため

合計8日間

※上記日程はあくまでも目安であり、1～2か月程度前後することがあります。
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休眠預金事業のPO研修/コミュニティーについて

PO育成に必要な

スキル・知識の

提供

PO同士の 

コミュニティ

形成

POが自主的に

学ぶ・繋がる

機会の提供

JANPIAが主催する
勉強会やセミナー

評価事例勉強会

Slackによる
相互の情報発信

各資金分配団体・実行団体が
主催する報告会やセミナーなどの
自主的な参加

PO研修 ※赤い枠線
<集合研修、Eラーニング>

勉強会 ※青い枠線
＜コーチング・ファンドレイジング・
プロジェクトマネジメントなど＞

ギャザリング ※緑の枠線 [NEW!!]
＜事例から学びあう場＞
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３年半後にどうなっている姿を想像するのか

⚫実行団体に伴走し、事業は最大限やれたと言える状態か

⚫信頼関係を構築し、より良い社会の変化に寄与できたか

⚫実行団体の事業だけでなく、自分自身も成長を実感できたか

⚫新しい価値や仕組み、変化の流れをつくる側になれたか

⚫楽しくできたか (苦労や反省、大変なことはあったとしても・・・)


	Slide 0
	Slide 1
	Slide 2: POとは
	Slide 3: 資金分配団体に期待する役割(公募要領に記載)
	Slide 4: 休眠預金事業POの全体業務
	Slide 5: 資金分配団体に求められる役割を担うPOのための研修
	Slide 6: 10の力と3つの姿勢【新:PO研修カリキュラム】
	Slide 7: 研修カリキュラムの３分類 
	Slide 8
	Slide 9: 2024年度の皆さんへのPO研修スケジュール(予定) 
	Slide 10: 休眠預金事業のPO研修/コミュニティーについて
	Slide 11: ３年半後にどうなっている姿を想像するのか

